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　調査は調査協力の承諾が得られた 4 年制大学 2 校








































































224 人（93.7％）であり、学年は 1 年 43 人（18.0％）、

















　ER89 の回答分布を表 4 に示した。「あてはまる」
と「非常にあてはまる」を合算した回答が最も多
かった項目は＜ 9. 私の周りには、感じがよい人が多
























































224 人（93.7％）であり，学年は 1 年 43 人（18.0％），
2 年 39 人（16.3％），3 年 103 人（43.1％），4 年 54 人
（22.6％），平均年齢は 20.2（標準偏差 1.2，範囲 18~23）
歳でであった． 














くれるように言う＞で 129 人（54.0%）であった．  
（2） 対人退却傾向 
対人退却傾向の回答分布を表 3 に示した．「あ ま
る」と「よくあてはまる」，「非常にあてはま を
合算した回答が最も多かった項目は＜7.一人で趣味
に没頭していたい＞で 68 人（28.5%）であった． 
（3） ER89 







































R2 は 0.356 であった。「説得交渉」には、「対人退却
傾向」（β =-0.219）が有意に関連しており、調整済
み R2 は 0.044 であった。
表 2 アサーションの回答分布 
 
表 3 対人退却傾向の回答分布 
 

















この結果，「関係形成」 ， 学年」 β=-.127），
「対人退却傾向」（β=-0.419），「エゴ・レジリエンス」
（β=0.214），「勤務中の感情コントロール」（β=0.111）
が有意に関連しており，調整済み R2 は 0.356 であっ
た．「説得交渉」には，「対人退却傾向」（β=-0.219）
が有意に関連しており，調整済み R2 は 0.044 であっ
た． 
1. 友人に頼み事をしたい時には素直に言う 1 (0.4) 12 (5.0) 80 (33.5) 100 (41.8) 46 (19.2)
2. 好きな人には素直に愛情や好意を示す 5 (2.1) 20 (8.4) 61 (25.5) 97 (40.6) 56 (23.4)
3. 友達のいいところを見つけたら素直に誉める 0 (0.0) 10 (4.2) 38 (15.9) 135 (56.5) 56 (23.4)
4. 大事な話の途中で口をはさまれたら, 話が終わるまで待ってくれるように言う 24 (10.0) 105 (43.9) 70 (29.3) 32 (13.4) 8 (3.3)
5. 少人数の話し合いの場で進んで意見を述べる 8 (3.3) 36 (15.1) 100 (41.8) 80 (33.5) 15 (6.3)
6. 好意を持った相手には自分から話しかける 5 (2.1) 35 (14.6) 77 (32.2) 91 (38.1) 31 (13.0)
7. 他人から誤解されたら, 誤解が解けるように話をする 4 (1.7) 10 (4.2) 70 (29.3) 106 (44.4) 49 (20.5)
8. 自分にわからないことがあれば, 説明を求める 0 (0.0) 12 (5.0) 56 (23.4) 127 (53.1) 44 (18.4)
9. 買った商品に欠陥があったら交換してもらう 5 (2.1) 27 (11.3) 91 (38.1) 77 (32.2) 39 (16.3)
10. 親に反対されそうなことでも必要なら親に言う 3 (1.3) 14 (5.9) 64 (26.8) 96 (40.2) 62 (25.9)
11. 勉強している時に隣で騒いでいる人がいても何も言わない（R) 28 (11.7) 86 (36.0) 97 (40.6) 23 (9.6) 5 (2.1)
12. 貸していたお金を友達が返してくれない時は催促する 11 (4.6) 29 (12.1) 76 (31.8) 84 (35.1) 39 (16.3)
13. 友達の都合を一方的に押しつけられた時は断る 5 (2.1) 26 (10.9) 101 (42.3) 74 (31.0) 33 (13.8)
14. 先生から腹の立つようなことを言われても黙っている（R) 26 (10.9) 103 (43.1) 73 (30.5) 30 (12.6) 7 (2.9)
15. 図々しく不正な人がいたら, その人を注意する 19 (7.9) 83 (34.7) 107 (44.8) 28 (11.7) 2 (0.8)















1. できれば食事は一人でとりたい 48 (20.1) 59 (24.7) 61 (25.5) 54 (22.6) 9 (3.8) 3 (1.3) 5 (2.1)
2. 昼食は友達と一緒に食べるのが好きである（R) 76 (31.8) 42 (17.6) 81 (33.9) 26 (10.9) 8 (3.3) 2 (0.8) 4 (1.7)
3. 友達数人でいる場面は苦手だ 41 (17.2) 50 (20.9) 49 (20.5) 59 (24.7) 27 (11.3) 8 (3.3) 5 (2.1)
4. 友達と一緒にいるよりも一人でいるほう方が気が楽だ 22 (9.2) 38 (15.9) 37 (15.5) 84 (35.1) 39 (16.3) 10 (4.2) 9 (3.8)
5. 人間と関わるよりもものと付き合っている方が楽だ 36 (15.1) 56 (23.4) 49 (20.5) 54 (22.6) 28 (11.7) 7 (2.9) 9 (3.8)
6. 友達と一緒に食事をするのは好きではない 91 (38.1) 61 (25.5) 59 (24.7) 19 (7.9) 4 (1.7) 2 (0.8) 3 (1.3)
7. 一人で趣味に没頭していたい 25 (10.5) 35 (14.6) 46 (19.2) 65 (27.2) 39 (16.3) 15 (6.3) 14 (5.9)
8. 大勢の友だちとワイワイ騒ぐのが好きだ（R) 45 (18.8) 30 (12.6) 61 (25.5) 51 (21.3) 26 (10.9) 14 (5.9) 12 (5.0)
9. 他人と親しくなるのは鬱陶しい 67 (28.0) 47 (19.7) 65 (27.2) 44 (18.4) 11 (4.6) 1 (0.4) 4 (1.7)
















1. 私は友達に対して思いやりがあり, 親しい関係をもてる 8 (3.3) 27 (11.3) 172 (72.0) 32 (13.4)
2. 私はショックをうけることがあっても直ぐに立ち直るほうだ 30 (12.6) 95 (39.7) 99 (41.4) 15 (6.3)
3. 私は慣れていないことにも楽しみながら取り組むことができる 13 (5.4) 109 (45.6) 96 (40.2) 21 (8.8)
4. 私は人にたいてい好印象を与えることができる 11 (4.6) 91 (38.1) 123 (51.5) 14 (5.9)
5. 私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ 31 (13.0) 105 (43.9) 72 (30.1) 31 (13.0)
6. 私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている 41 (17.2) 103 (43.1) 75 (31.4) 20 (8.4)
7. 私はよく知っているとことろへ行くにも, 違う道を通っていくのが好きだ 41 (17.2) 98 (41.0) 69 (28.9) 31 (13.0)
8. 私は人よりも好奇心が強いと思う 18 (7.5) 88 (36.8) 104 (43.5) 29 (12.1)
9. 私の周りには, 感じがよい人が多い 4 (1.7) 27 (11.3) 141 (59.0) 67 (28.0)
10. 私は何かするとき, アイデアがたくさん浮かぶほうだ 36 (15.1) 117 (49.0) 71 (29.7) 15 (6.3)
11. 私は新しいことをするのが好きだ 19 (7.9) 85 (35.6) 99 (41.4) 36 (15.1)
12. 私は日々の生活の中で面白いと感じることが多い 10 (4.2) 99 (41.4) 97 (40.6) 33 (13.8)
13. 私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う 33 (13.8) 112 (46.9) 72 (30.1) 22 (9.2)

























































表 5 看護師特有の不合理な信念 
 
 


















































1. 患者さんは看護師を信頼しなければならない 6 (2.5) 44 (18.4) 102 (42.7) 66 (27.6) 20 (8.4)
2. 患者さんは治療上の約束を絶対に守らなければならない 5 (2.1) 31 (13.0) 85 (35.6) 99 (41.4) 19 (7.9)
3. 患者さんは看護師に協力しなければならない 8 (3.3) 43 (18.0) 109 (45.6) 70 (29.3) 9 (3.8)
4. 患者さんは疾病について自ら進んで学ばなければならない 5 (2.1) 39 (16.3) 93 (38.9) 92 (38.5) 10 (4.2)
5. 患者さんの家族は患者さんが治療に専念できるようにしなければならない 2 (0.8) 15 (6.3) 64 (26.8) 140 (58.6) 18 (7.5)
6. 患者さんは看護師に何でも正直に話をしなければならない 27 (11.3) 90 (37.7) 97 (40.6) 22 (9.2) 3 (1.3)
7. 患者さんは自ら進んで治療に参加しなければならない 5 (2.1) 35 (14.6) 101 (42.3) 83 (34.7) 15 (6.3)
8. 患者さんは自己管理の方法を身につけなければならない 1 (0.4) 11 (4.6) 62 (25.9) 142 (59.4) 23 (9.6)
9. 患者さんの家族は患者さんにとって最善の行動をしなければならない 2 (0.8) 30 (12.6) 96 (40.2) 98 (41.0) 12 (5.0)
10. 患者さんは看護師を非難するような態度をとってはならない 13 (5.4) 79 (33.1) 94 (39.3) 40 (16.7) 12 (5.0)
看護師イメージの理想化
11. 看護師は何よりも患者さんのことを優先しなければならない 6 (2.5) 28 (11.7) 71 (29.7) 98 (41.0) 36 (15.1)
12. 看護師は仕事のためには自分を犠牲にしなければならない 49 (20.5) 74 (31.0) 78 (32.6) 30 (12.6) 8 (3.3)
13. 看護師は常に患者さんのことを考えていなければならない 28 (11.7) 59 (24.7) 80 (33.5) 61 (25.5) 11 (4.6)
14. 看護師は患者さん・家族に嫌われることなどあってはならない 18 (7.5) 70 (29.3) 88 (36.8) 55 (23.0) 8 (3.3)
15. 看護師はすべての患者さん・家族から信頼されなければならない 15 (6.3) 44 (18.4) 84 (35.1) 73 (30.5) 23 (9.6)
16. 看護師は皆が嫌がる仕事も率先して行わなければならない 24 (10.0) 44 (18.4) 76 (31.8) 81 (33.9) 14 (5.9)
17. 看護師は自分の仕事に対して不満を持ってはならない 47 (19.7) 75 (31.4) 81 (33.9) 31 (13.0) 5 (2.1)
勤務中の感情コントロール
18. 看護師は常に感情的になってはならない 17 (7.1) 46 (19.2) 83 (34.7) 74 (31.0) 19 (7.9)
19. 看護師はちょっとした事で腹を立ててはならない 13 (5.4) 45 (18.8) 77 (32.2) 91 (38.1) 13 (5.4)
20. 看護師は感情のコントロールをしなければならない 8 (3.3) 17 (7.1) 43 (18.0) 130 (54.4) 41 (17.2)
21. 看護師は常に冷静でなければならない 6 (2.5) 12 (5.0) 59 (24.7) 124 (51.9) 38 (15.9)











β p値 β p値
学年 -0.127 0.021 －
対人退却傾向 -0.419 0.000 -0.219 0.001
エゴ・レジリエンス 0.214 0.000 －
患者家族の理想化 － －
看護師イメージの理想化 － －













表5　看護師特有の不合理な信念表 5 看護師特有の不合理な信念 
 
 


















































1. 患者さんは看護師を信頼しなければならない 6 (2.5) 44 18.4) 102 (42.7) 66 (27.6) 20 (8.4)
2. 患者さんは治療上の約束を絶対 守らなければならない 5 (2.1) 31 13.0) 85 (35.6) 9 (41.4) 19 (7.9)
3. 患者さんは看護師に協力しなければならない 8 (3.3) 43 18.0) 109 (45.6) 70 (29.3) 9 (3.8)
4. 患者さんは疾病について自ら進んで学ばなければならない 5 (2.1) 39 16.3) 93 38.9) 92 (38.5) 10 (4.2)
5. 患者さんの家族は患者さんが治療に専念できるようにしなければならない 2 (0.8) 15 (6.3) 64 (26.8) 140 (58.6) 18 (7.5)
6. 患者さんは看護師に何でも正直に話をしなければ らない 27 (11.3) 90 37.7) 97 ( 0.6) 22 (9.2) 3 (1.3)
7. 患者さんは自ら進んで治療に参加しなければならない 5 (2.1) 35 14.6) 01 2.3) 83 (34.7) 15 (6.3)
8. 患者さんは自己管理の方法を身につけなければならない 1 (0.4) 11 (4.6) 62 ( 5.9) 142 (59.4) 23 (9.6)
9. 患者さんの家族は患者さんにとって最善の行動をしなければなら い 2 (0.8) 0 12.6) 6 (40.2) 98 (41.0) 12 (5.0)
10. 患者さんは看護師を非難するような態度をとってはならない 13 (5.4) 79 (33.1) 94 (39.3) 40 (16.7) 12 (5.0)
看護師イメージの理想化
11. 看護師は何よりも患者さん ことを優先しなければならない 6 (2.5) 28 (11.7) 71 (29.7) 98 (41.0) 36 (15.1)
12. 看護師は仕事のためには自分を犠牲にしなければなら い 49 (20.5) 74 (31.0) 78 (32.6) 30 (12.6) 8 (3.3)
13. 看護師は常に患者さんのことを考えていなけ ばなら い 28 (11.7) 59 24.7) 80 (33.5) 61 (25.5) 11 (4.6)
14. 看護師は患者さん・家族に嫌われることなどあってはならない 18 (7.5) 70 29.3) 88 (36.8) 55 (23.0) 8 (3.3)
15. 看護師はすべての患者さん・家族から信頼されなければならない 15 (6.3) 4 (18.4) 84 (35.1) 73 (30.5) 23 (9.6)
16. 看護師は皆が嫌がる仕事も率先して行わなければならない 24 (10.0) 44 (18.4) 76 (31.8) 81 ( 3.9) 4 (5.9)
17. 看護師は自分 仕事に対して不満を持ってはならない 47 (19.7) 75 (31.4) 81 (33.9) 31 (13.0) 5 (2.1)
勤務中の感情コントロール
18. 看護師は常に感情的になってはならない 17 (7.1) 46 19.2) 83 (34.7) 4 (31.0) 9 (7.9)
19. 看護師はちょっとした事で腹を立ててはならない 13 (5.4) 45 18.8) 7 32.2) 91 (38.1) 13 (5.4)
20. 看護師は感情のコントロールをし 8 (3.3) 17 (7.1) 43 18.0) 130 (54.4) 1 ( 7.2)
21. 看護師は常に冷静でなければならない 6 (2.5) 12 (5.0) 59 (24.7) 124 (51.9) 38 (15.9)











β p値 β p値
学年 -0.127 0.021 －
対人退却傾向 -0.419 0.000 -0.219 0.001
エゴ・レジリエンス 0.214 0.000 －
患者家族の理想化 － －
看護師イメージの理想化 － －


































































































































































































The association between assertiveness and personal characteristics
in nursing students
YUTO SEKI*，KAORI INOUE*，EIKO MIYAKE**，MIZUKO UENO***，
SAKAE MIKANE*
     *Department of Nursing, Faculty of Health and Welfare, Okayama Prefectural University
   **School of Nursing, Kawasaki college of Allied Health Professions
 ***Department of Nursing, Faculty of Nursing, Kawasaki University of Medical Welfare
Abstract：This study aimed to clarify the association between assertiveness and personal characteristics 
in nursing students. The study included 259 nursing students, and data of 239 students were analyzed. The 
investigation items included assertiveness (“relationship formation” and “persuasion and negotiation”) and 
personal characteristics (“tendency to avoid intimacy,” “ego-resiliency,” and “irrational beliefs” [“idealization 
of patients’ family,” “idealization of the nursing professional’s image,” and “emotional control while at 
work”]). Multiple regression analysis was performed in order to evaluate this association. “Tendency to 
avoid intimacy” was significantly negatively associated with “relationship formation” and “persuasion and 
negotiation.” “Ego-resiliency” and “emotional control while at work” were significantly positively associated 
with “relationship formation.” These results suggest that introverted students, such as those with a tendency 
to avoid intimacy, experience difficulty in being assertive. Although nurses must control their emotions 
when interacting with patients, nursing students should learn the importance of not only controlling 
emotions but also expressing thoughts and feelings appropriately.
Keywords：Assertion, Commu-Phobic Tendency, Nursing Student
